
13酪

　
　
　
　
　
　
　
輔
質
學
研
…
究
　
　
錆
山
ハ
十
九
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ふ
べ
き
で
あ
ろ
が
、
然
し
，
著
者
の
班
謂
麗
露
語
油
倉
的
日
雀
ミ
に
細
愚
な
る

も
の
で
あ
ら
う
か
、
吾
人
に
猜
從
來
諸
家
の
説
た
討
ね
鎭
．
重
に
考
察
為
震
れ

ナ
占
い
ご
思
ふ
。
欝
弧
ハ
存
競
に
…
封
し
て
次
の
如
き
揚
合
に
こ
れ
為
如
拷
に
考
ふ

べ
さ
・
で
あ
ら
う
か
。
即
ち
彼
の
噸
粥
池
講
修
の
「
軍
靴
冨
の
彼
鴫
力
へ
し
に
あ
る
如
く

一
人
あ
り
父
の
撒
冨
な
る
仇
敵
な
自
象
ん
ミ
す
、
敵
手
面
々
既
に
大
託
し
て
肉

錦
た
蛤
て
カ
リ
定
錐
も
今
多
年
の
宿
雛
象
る
公
盆
事
業
か
果
し
終
ふ
る
迄
命

な
乞
ふ
、
即
，
ち
諾
し
て
北
川
楽
な
畢
へ
て
不
僕
、
戴
天
の
仇
か
討
つ
の
日
の
一
日

も
蓮
か
ら
ん
が
警
め
共
に
典
業
に
協
働
す
ろ
時
、
巽
心
に
宿
怨
に
燃
、
レ
2
共
存

の
欲
求
牽
も
無
く
し
て
二
人
に
独
，
識
6
7
嬉
成
し
て
居
ろ
で
に
な
か
ら
う
か
。

ヌ
家
族
の
成
員
來
西
に
四
散
し
て
何
等
玉
野
作
用
な
い
ミ
す
れ
ば
即
ち
こ
れ

全
然
樹
世
界
の
人
で
あ
り
、
此
尊
の
人
に
生
理
學
的
に
若
干
の
類
似
恥
有
し
、

又
法
律
上
家
族
關
係
為
有
す
る
ミ
い
ふ
に
止
り
最
早
融
倉
照
中
的
考
察
の
外
に

あ
る
も
の
ε
い
ふ
べ
寄
・
で
に
あ
ろ
ま
い
か
Q
尊
し
繍
互
作
蹟
川
の
膓
紹
で
．
な
く

断
縦
で
あ
ろ
ε
で
れ
ば
こ
れ
相
互
作
用
あ
ろ
も
の
芝
見
て
よ
い
で
に
あ
る
ま

い
か
、
爾
署
者
ば
及
封
、
鞍
闘
、
分
離
ほ
給
合
に
堕
す
、
故
に
こ
れ
為
含
む

職
互
作
用
蹴
は
探
ろ
べ
か
ら
す
ミ
設
か
れ
う
が
、
然
し
叉
碧
者
の
説
に
よ
れ

ば
反
証
も
亦
欲
重
り
細
行
に
因
数
し
、
そ
れ
自
慰
一
の
阯
會
田
居
ミ
見
て
居

ら
れ
、
術
此
弊
の
現
象
が
祉
禽
學
曲
に
重
大
な
意
覗
が
あ
み
こ
ε
た
認
め
て

實
際
必
着
の
赴
倉
學
的
説
明
に
重
嬰
な
ろ
一
部
た
な
し
て
居
ろ
以
上
、
こ
れ

な
融
禽
學
の
罫
象
ご
す
る
方
か
「
便
宜
上
し
に
於
．
曳
も
出
田
蹴
リ
ビ
見
ら
“
な

い
で
あ
ら
う
か
。
丈
化
債
航
書
祉
倉
結
合
の
志
念
ピ
の
關
係
、
及
同
化
一
般

の
撫
念
に
就
い
て
も
も
少
し
軍
馬
為
受
け
ハ
い
話
調
繋
れ
ぬ
。

　
淺
黒
棚
本
歌
…
な
る
吾
人
に
今
粗
漫
蕪
維
の
論
た
以
っ
て
覇
者
多
年
の
用
心
搬
の

結
榮
に
罫
t
裂
極
的
の
異
琵
為
蓮
べ
ん
ミ
す
る
も
の
で
は
勿
論
な
い
○
霜
に

九
入

廟
議
遡
の
際
思
ひ
漂
ん
だ
疑
問
の
二
三
葬
㍊
し
象
に
盗
る
。
若
し
夫
れ
習
人

の
本
害
に
よ
っ
て
碍
遮
る
多
大
の
恩
惑
に
誠
に
感
謝
の
暴
為
知
ら
な
い
。
私

は
か
く
の
如
曇
眞
糟
な
、
包
括
的
に
し
て
又
欄
綱
的
な
｝
新
融
倉
學
搬
系
が

東
海
の
學
界
に
現
れ
出
で
実
ろ
こ
定
評
聞
書
し
、
凄
心
敬
意
ご
慶
意
を
表
し

筍
も
祉
倉
學
な
云
駕
す
ろ
も
の
㌧
琵
非
一
度
ほ
謎
破
た
要
す
ろ
著
作
ピ
し
て

汎
く
斯
學
に
興
味
た
有
マ
る
人
々
に
お
薦
め
し
函
ム
い
剃
下
ふ
。
願
く
は
著
者

の
沁
々
健
か
に
此
上
ε
も
學
界
に
稗
盆
な
興
へ
ら
れ
ん
こ
電
な
。
大
正
入
年

二
刀
、
束
京
榊
田
粥
淋
保
町
、
岩
波
堂
口
唐
芸
表
。
定
債
六
幽
五
拾
銭
O
（
爾
直
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硯
今
欧
米
敢
育
の
遙
化
　
　
文
學
士
松
藻
暴
巖
著
、

　
著
活
に
営
て
小
學
校
な
除
い
て
殆
ご
各
雑
の
學
校
に
教
鞭
奉
取
ら
れ
、
臼

下
ば
奈
良
女
子
翌
翌
師
感
応
校
に
於
て
專
ら
教
育
雄
為
謙
ぜ
ら
ろ
、
學
識
経

瞼
無
ね
備
…
へ
乳
入
で
ゆ
の
ろ
9
氏
が
四
恥
野
外
見
込
甲
な
終
へ
て
昨
春
辮
覇
ぜ
・
り
れ
．
れ

ろ
を
聞
告
、
我
が
歌
宥
研
究
金
で
は
陵
並
数
育
裁
晴
な
聞
く
べ
く
懇
請
t
療

早
蓮
快
諾
「
國
語
問
題
煎
に
敷
育
行
欧
問
題
為
中
心
ぜ
し
て
し
蜘
話
し
下
さ
つ

カ
。
其
際
自
分
匡
紛
糾
ぜ
ろ
問
題
な
よ
く
も
あ
れ
だ
け
簡
潔
に
話
さ
れ
カ
も

の
だ
な
ご
感
じ
カ
。
そ
し
て
も
つ
ミ
外
の
問
題
に
就
て
も
御
話
を
承
り
索
い

な
ご
思
つ
大
。
所
が
小
西
先
生
か
ぢ
「
松
黒
眉
か
ら
木
が
來
宏
か
ら
見
よ
し
書

癖
ほ
れ
て
本
乃
桑
に
し
力
暗
語
づ
累
み
の
購
ぜ
す
し
て
通
ゼ
ら
れ
乳
事
為
嬉

ぴ
、
一
漬
し
終
っ
て
欧
米
り
新
教
山
7
一
が
手
際
よ
く
紹
介
さ
れ
力
嬢
に
惑
心
し

我
囲
の
数
育
者
為
吊
す
る
事
少
な
か
ら
ざ
る
も
思
つ
カ
の
で
あ
っ
ぬ
Q
勿
論

あ
、
し
表
事
柄
な
れ
ば
研
究
釜
に
麺
っ
て
み
る
程
の
人
な
ら
ば
欝
易
に
知
り

得
る
纂
で
あ
り
、
叉
周
知
の
事
だ
定
思
つ
糞
鰯
も
な
い
で
も
な
か
つ
れ
Q
け



れ
こ
も
そ
れ
に
ほ
数
箇
刃
為
要
す
る
Q
既
の
書
為
齪
め
ば
搬
噂
間
で
足
り
ろ

，
外
國
語
の
嫌
い
な
人
に
取
っ
て
猛
一
暦
結
構
な
寄
興
で
あ
る
£
患
つ
カ
Q

　
内
算
匡
前
編
、
後
編
、
績
編
の
三
編
に
剃
れ
、
蘭
編
に
緒
言
、
結
滞
及
家

庭
盤
活
、
在
學
の
督
働
．
目
的
の
恋
識
、
設
備
の
善
美
、
異
常
児
の
敏
育
、

教
吉
活
の
努
力
、
學
科
憺
任
法
、
實
止
活
亡
の
接
近
、
藁
級
の
編
制
、
冠
倉

ミ
の
協
力
、
の
十
h
鍛
に
。
後
編
拭
全
我
活
動
主
義
の
数
吉
（
H
、
、
ε
ゆ
9
窯
。
・

p
7
0
q
）
、
大
戦
ビ
殴
米
の
数
育
，
来
國
の
中
間
學
校
、
英
佛
の
補
習
敏
育
、
猫

…逃

ﾌ
統
一
學
校
、
欧
兼
鵬
丁
禰
…
改
㍑
憎
の
幽
温
義
、
の
山
ハ
｛
県
に
。
紳
殿
編
艮
、
臨
欧
米
の

教
育
芝
婦
人
、
醗
藻
婦
人
の
長
所
、
鼠
兼
帰
人
の
生
活
、
厭
米
婦
人
雑
…
観
琶

の
四
章
に
別
か
六
れ
て
あ
ろ
Q

　
績
編
で
に
蔚
者
の
女
子
敏
育
翔
も
伺
に
れ
て
面
白
い
、
女
子
穀
育
活
、
女

毅
員
な
ご
に
特
に
此
の
編
の
精
麟
為
推
奨
す
。

．
要
す
る
に
現
今
緻
米
敏
育
の
實
際
的
方
衙
に
於
け
る
灘
化
か
知
る
に
に
好

箇
の
謬
考
書
で
あ
ろ
。

　
　
　
弘
叢
館
餌
阪
、
定
債
強
團
五
捻
銭
。
（
伊
藤
猷
典
）
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